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２０１１年度版

教育目標 ともに学び きたえる子
目指す子ども像

進んで学習する子、思いやりのある子、自らきたえる子

知 徳 体
○今年度の重点目標 ○今年度の重点目標 ○今年度の重点目標

「理解し、考え、表す子ども」を 道徳の授業と人との関わりで 健康な体つくりと食生活改善で

育てる 思いやりの心を育てる 元気な身体を育てる

１ 全校国語算数テストの平均 １ 相手や場面に応じたあい １ 運動行事ごとに目標を持た
点を８５点以上にします。 さつができると答える児童 せ（塩小チャレンジタイム）

を９０％以上にします。 目標を達成した児童を８０％
そのために、全校テストの 以上にします。

範囲を２週間前に提示すると そのために、「尊敬・感謝」 そのために、次の３つの
ともに、朝学習と家庭学習の 「思いやりの心」「礼儀」に 体ほぐし運動を学校生活に
計画を示します。 関する道徳の授業を全学年 位置づけて行います。

また、家庭学習強調週間を 学期２時間以上行います。 ①体育で５分間ストレッチ
設定し、朝学習と家庭学習で あいさつマンデーの運動 ②朝会等でリズムダンス
繰り返し練習させ、定着を図 や「こんにちは」等のあい ③強調週間で万歩計の活用
ります。 さつの指導を行います。

２ 「食育カード」に記入した
２ 算数のワークテストで全国 ２ 縦割り班活動で低中高学 自己めあてを達成した児童を

平均に達した児童を８０％以 年それぞれで設定しためあ ８０％以上にします。
上にします。 てを達成した児童を８５％

以上にします。 そのために、食育の授業
そのために、全学年で活用 を年２回行うとともに、次

力の育成を目指し、言語活動 そのために、縦割り班で の３つの観点から自己めあて
を重視した授業に取り組みま 活動する児童会行事を学期 を設定させて指導していきま
す。 に１回以上実施します。 す。

また、全学年で算数の研究 また、Ｑ－Ｕやいじめ調 ①早起き早寝する
授業（公開授業）を年２回以 査の後の教育相談を丁寧に ②朝ご飯をバランスよく
上行います。 行います。 ③給食を残さず食べる

□□上記のことを達成するために、家庭・地域と連携・協力した授業や活動を行います□□
①地域コーディネーターと連携し、地域人材の参画で郷育を推進します。

例 学校田 野菜づくり 郷土調査 学校林 登山・遠足 スキー授業 伝統芸能 等
②人権教育、同和教育を推進し、偏見や差別を解消する意志と行動力を育てます。

例 「生きる」シリーズ活用 人権に関する親子の話し合い 地域の方からの講話 等
③国際理解教育、外国語活動を推進し、外国の文化や言語を身近で接する場を増やします。

例 ＡＬＴ、通訳等の授業への参画 外国料理教室 掲示物や言語等の環境の整備 等

○ＳＱＳ分析法で、保護者のニーズを的確に把握します
○学校関係者評価を行い、改善・発展の方向を明確にします
○取組の経過や結果は、たより、説明会、ＨＰ等で公表します


